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本
書
は
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
一
般
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
衛
星

デ
ー
タ
を
利
用
し
た
秦
始
皇
帝
陵
と
自
然
景
観
の
復
元
」 （
二
〇
〇
九

�
二
〇
一

〇
年
、
代
表
研
究
員
：
鶴
間
和
幸
）
及
び
日
本
学
術
振
興
会
・
頭
脳
循
環
を
加
速

す
る
若
手
研
究
者
戦
略
的
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

デ
ー
タ
を
利
用
し
た
黄
河
流
域
の
歴
史
と
環
境
」
（
二
〇
一
〇

�
二
〇
一
二
年
、

代
表
者
：
鶴
間
和
幸
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
前
ど

お
り
、
衛
星
画
像
を
も
と
に
始
皇
帝
陵
の
自
然
景
観
の
復
元
を
行
い
、
そ
れ

を
考
古
資
料
と
合
わ
せ
て
論
じ
て
い
る
。
 

 
ま
ず

01・

02節
は
、
本
書
の
主
要
な
方
法
論
で
あ
る
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
と
は
ど
の
よ
う
な
技
術
な
の
か
、
衛
星
デ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に
活
用

で
き
る
の
か
を
解
説
し
た
導
入
部
に
当
た
る
。
そ
し
て

03節
以
下
、
実
際
に

各
種
デ
ー
タ
・
写
真
を
駆
使
し
な
が
ら
具
体
的
な
事
例
が
説
明
さ
れ
て
い
く
。

例
え
ば

03・

04節
で
は
関
中
平
原
・
西
安
の
地
理
環
境
が
示
さ
れ
る
。
ま
た

06～

09節
は
、
関
中
平
原
や
始
皇
帝
陵
周
辺
の
地
形
を
示
し
、
始
皇
帝
陵
・

驪
山
・
前
漢
皇
帝
陵
が
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
場
所
に
立
地
し
て
い
る
か
を

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

10・

11節
で
は
４
Ｋ
衛
星
三
次
元
動
画
映
像
を
作

成
し
、
驪
山
及
び
始
皇
帝
陵
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
俯
瞰
・
旋
回
し
て
観
察

し
て
お
り
、
多
角
度
か
ら
見
た
写
真
が
何
枚
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
衛
星
デ

ー
タ

を
利
用

し
た
具

体
的

な
成

果
は

15節
以

下
に

お
い

て
主

に

示
さ
れ
て
い
る
。

15節
で
は
驪
山
北
麓
か
ら
北
へ
流
れ
る
古
河
道
を
復
元
し

た
上
で
、
五
嶺
遺
跡
（
堤
防
）
に
よ
っ
て
川
の
流
れ
を
変
え
、
洪
水
か
ら
陵
園

を
守
っ
た
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。

16節
で
は
、
華
清
池
・
始
皇
帝
陵
・
兵

馬
俑
坑
北
を
斜
め
に
走
る
断
面
図
を
作
成
し
、
こ
れ
ら
の
地
点
が
ほ
ぼ
水
平

位
置
に
あ
る
こ
と
、
兵
馬
俑
坑
も
始
皇
帝
陵
同
様
に
、
五
嶺
遺
跡
に
よ
っ
て

浸
水
や
土
砂
災
害
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

18節
で
は
、
衛
星
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
始
皇
帝
陵
の
立
地
環
境
理
解

を
実
施
し
た
結
果
、
陵
園
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
墳
丘
の
南
北
中
軸
線
が
真

北
よ
り
わ
ず
か
に
東
偏
し
、
驪
山
山
中
の
鄭
家
庄
の
峰
を
指
向
し
て
お
り
、

こ
の
地
点
が
始
皇
帝
陵
建
造
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
使
わ
れ
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
解
き
明
か
す
。

19節
で
は
、
始
皇
帝
の
都
市
計
画
に
お
い
て
は
、

渭
水
を
天
の
川
、
咸
陽
宮
を
ペ
ガ
ス
ス
座
、
極
廟
を
天
の
北
極
に
見
立
て
て

い
る
と
指
摘
す
る
。

20節
で
は
、
中
国
で
行
わ
れ
て
い
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
に
よ
る
始
皇
帝
陵
の
地
下
宮
殿
に
つ
い
て
の
調
査
を
紹
介
し
て
い
る
。

巻
末
に
は
始
皇
帝
陵
に
関
す
る
既
発
表
の
論
文
、
段
清
波
「
皇
帝
理
念
下
の

秦
始
皇
帝
陵
園
」
及
び
張
衛
星
「
秦
始
皇
帝
陵
陪
葬
坑
に
関
す
る
新
研
究
」

が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
 

 
以
上
の
よ
う
に
、本

書
は
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
・
衛
星
画
像
と
い
っ
た
、

一
般
に
は
な
じ
み
の
薄
い
技
術
を
積
極
的
に
歴
史
研
究
に
利
用
し
た
成
果
を

ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
う
い
っ
た
技
術
の
実
際
の
利
用
例
が
豊
富
な
画
像
と
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し
て
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
有
効
性
が
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
読
者
に
示
 

さ
れ
て
い
る
。
 

 
な
お
、
長
谷
川
順
二
氏
に
よ
る
本
書
の
書
評
が
『
東
方
』
三
九
二
号
（
二
 

〇
一
三
年
一
〇
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
海
老
根
量
介
）
 

 
 


